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研究成果の概要（和文）：本研究課題では以下の成果を得た。(1)日本植民地時代の台湾在住経

験をもつ沖縄系移民のエスニシティの多元性について明らかにした。(2)太平洋戦争末期におけ

る沖縄県から台湾への疎開と戦争終結後の引き揚げの実態、ならびに台湾沖縄同郷連合会の存

在とその役割について明らかにした。(3) 戦後初期において石垣島でパインアップルと水牛が

普及する過程で台湾系住民が果たした役割について明らかにした。(4)研究成果を地域社会へ還

元するために、八重山の地元高校で出前授業を実践した。さらに「八重山の台湾」を学ぶ郷土

学習、生涯学習の教材となる図書の出版準備作業を継続中である。

研究成果の概要（英文）： In this research program, we achieved these results;
(1) We had revealed the pluralism of Okinawans’ ethnicity in Taiwan under Japanese rule.
(2) We had revealed the realities of evacuation from Okinawa to Taiwan in the end of the
Pacific war, and the existence and role of the Union of Association of people from Okinawa
in Taiwan.
(3) We had revealed that the people from Taiwan had an important role in the process of
diffusion of pineapple and water buffalo in the beginning of postwar days Ishigaki Island.
(4) To contribute homeland study, we executed special class in high school of Yaeyama. And
we will publish a guidance textbook on “Taiwan in Yaeyama”.
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１．研究開始当初の背景
琉球弧の西南端に位置する沖縄県八重山

諸島（八重山）は、19 世紀末以降、距離が近
い台湾との間で双方向的な人やモノの往来
が活発化した。近・現代の八重山と台湾を結
ぶ人の移動や、石垣島における台湾系住民に
関しては、これまでに一定の研究蓄積がみら

れるものの、人の移動を通した文化接触が個
人や八重山の地域社会に及ぼした影響につ
いては十分に解明されているとは言えない。
また、戦前から戦争終結直後の状況について
も未だ不明の部分が多い。さらには、これま
で各分野で個別に行われていた研究をまと
め、知見を広く社会に還元する必要がある。
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２．研究の目的
本研究課題は、従来別個に扱われていた国
境を挟んだ島嶼フロンティアにおける人の
移動と地域の変容の問題を、連続的かつ双方
向な視点から捉え、歴史、社会、文化など多
様な側面から下記(1)～(4)を明らかにする。

(1)1920年代～1940年代に八重山地方出身者
が多く台湾で働くようになった社会経済状
況について、プッシュとプルの双方のファク
ターを関連付けながら明らかにする。また、
当時の経験が現在どのように語られ、意味づ
けられているのかを検討する。

(2)日本による台湾の植民地支配終結から、
与那国島を拠点にした「密貿易」が本格化す
るまでの期間に、台湾東海岸の南方澳に残留
していた沖縄出身者の実態を明らかにし、台
湾引揚者が沖縄・八重山の戦後社会のなかで
果たした役割を検証する。

(3)日本植民地下の台湾で生まれた沖縄系の
人々の、日本敗戦後の沖縄への移動と定住、
アイデンティティ葛藤について、沖縄本島と
石垣島で資料収集を行い、またこれまでに得
た生活史調査のデータを用いて考察する。

(4)台湾系住民によって八重山にもたらされ
たパインアップルと水牛が、八重山における
戦後の開拓と「パインブーム」、さらに 1970
年代以降の観光化の過程において地域社会
へ及ぼした影響を検証する。

３．研究の方法
各自が沖縄県内および台湾において、資料

収集および生活史の聞き取り調査、現地調査
を実施した。

現地での資料収集に加え、琉球大学国際沖
縄研究所移民研究部門が所蔵する「引揚者在
外事実調査票」のデータベース化を行い，台
湾在住の沖縄県民の就労構造分析を試みた。

以上の調査研究を進めるとともに、定期的
に会合を開いて研究成果を学術論文以外の
形で地域社会へ還元するための方法を協議
した。

４．研究成果
沖縄県内各機関での資料収集の結果、戦後

琉球政府時代の基礎的な資料については収
集をほぼ終えたが、新聞記事の収集は完了に
至らなかった。台湾での資料調査では、これ
まで未解明だった戦後の引揚者に関する資
料を発見し、大きな成果を得た。また、台湾
在住経験を持つ沖縄（八重山）出身者に対す

る生活史の聞き取り調査の結果、20 名以上の
生活史が蓄積された。
これらの調査研究から以下(1)～(4)の成

果が得られた。

(1) 台湾在住経験をもつ沖縄系移民が、従来
は静態的かつ統一的なカテゴリーとして理
解されてきた「沖縄人」というカテゴリーと
いかに向き合い、意味づけてきたのかという
点に着目し、沖縄系移民のエスニシティが世
代や出身地域の違いによって様々な多元性
を持つものであることを明らかにした。

(2) 日本による台湾植民地支配や沖縄戦の
歴史研究において、これまで未解明であった
太平洋戦争末期における沖縄県から台湾へ
の疎開と戦争終結後の引き揚げの実態を明
らかにした。台湾の国史館台湾文献館資料に
よって台湾沖縄同郷連合会の存在とその役
割が明らかになった。

(3)戦前に台湾から八重山へ持ち込まれたパ
インアップルは戦後の琉球政府時代にはサ
トウキビを凌ぐ八重山の基幹産業にまで成
長し、地域経済に大きく寄与した一方で、パ
インアップル栽培の普及による大規模な農
地開発が石垣島の景観を大きく変えたこと
が明らかになった。台湾系住民は戦後初期か
ら石垣島でパインアップルを普及させ、後の
「パインブーム」の基礎を作りあげることに
多いに貢献したが、決してその主役とはなり
えなかった。台湾系住民によって石垣島に持
ち込まれたパインアップルと水牛は 1950 年
代から 1960 年代にかけて普及したが、その
後衰退した。台湾から来たパインアップルと
水牛は、観光客に「南の島」を想起させる記
号として今日の八重山に定着しているが、こ
れらはいわば戦後琉球政府時代の八重山を
象徴する風景であった。

(4) 本研究課題で得た研究成果を、地域社会
に還元するために、八重山の地元高校で「台
湾－八重山の国際社会学」というタイトルで
出前授業を実施した。さらに、地域の中学
校・高校向け副教材や、修学旅行生および石
垣島の歴史に関心を持つ一般観光客のため
の観光ガイド、地域における生涯学習のため
のテキストとして用いることができる図書
の出版を企画立案し、目下準備作業を継続中
である。研究成果を地域社会へ還元し、研究
対象地である沖縄県石垣島の地域社会にお
いて台湾系住民や八重山と台湾の関係につ
いての理解を深め、よりよい関係の構築に資
することを目指す。
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